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令 和 ５ 年 ４ 月 ５ 日  

青森県県土整備部道路課 

 

 

下北半島縦貫道路「１３．８ｋｍ」の 

令和７年度供用を宣言します 
 

 

下北半島縦貫道路の供用中の横浜吹越
ふっこし

インターチェンジから、「道の駅よこはま」

に直結する（仮称）横浜インターチェンジまでの８．５ｋｍ、並びに「むつ南バイパ

ス」の未供用区間５．３ｋｍ、合わせて１３．８ｋｍが、『令和７年度』に供用する見

通しであることをお知らせします。 

 これらの区間の供用により、下北半島縦貫道路の整備率は４１．３％から６１．２％

へと飛躍的に向上します。 

 

 
供用予定 事業主体 事 業 名 区 間 延長 

令和７年度 青森県 

下北半島縦貫道路 

「横浜南バイパス」 

「横浜北バイパス」の一部 

横浜吹越 IC 

～ 

(仮)横浜 IC 

8.5km 

下北半島縦貫道路 

「むつ南バイパス」 

(仮)むつ奥内 IC 

～ 

むつ東通 IC 

5.3 ㎞ 

〇これらの区間の供用により期待される効果 

  効果１：防災機能の強化 

  効果２：交通混雑の緩和 
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整備率が飛躍的に向上！

４１．３％
（ 現 在 ）

６１．２％
（令和７年度）

宣言！
5.3km

宣言！
8.5km

＜ 凡 例 ＞

当該区間

事業中

供用中

道の駅「よこはま」

横浜吹越Ｉ．Ｃ

むつ東通Ｉ．Ｃ

(仮)むつ奥内Ｉ．Ｃ

(仮)横浜Ｉ．Ｃ



◆交通混雑の緩和
（むつ南バイパス）

下北地域の発展を支援！

◆防災機能の強化
（横浜南バイパス）

◆広域防災拠点「道の駅よこはま」の機能を最大限発揮
◆道路の防災機能、災害時の広域⽀援体制を強化

道の駅よこはま

防災除雪
ステーション

防災備蓄倉庫

トイレ・休憩施設
新設駐⾞場

ヘリポート

下北半島縦貫道路

国道２７９号

◆特に大型⾞がバイパスへ大きく転換
◆市街地の交通混雑緩和や交通事故減少に貢献

※現道交通量：並行区間の加重平均から算出
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現道交通量は
約７０％減少

※出典：H42将来交通量推計結果

大型車が
バイパスに
大きく転換

▲むつ南バイパス供⽤後の交通量推計

広域防災拠点

被災地の広域防災拠点エリア

非被災地の広域防災拠点エリア

広域防災拠点へのルート

青森市

むつ市

道の駅「よこはま」

・広域防災拠点

・横浜ICと直結

・下北地域への入口

八戸市

▲大型⾞の通⾏状況

▲R3.8豪雨による国道寸断

▲H24.2豪雪による⽴往⽣

▲広域防災拠点「道の駅よこはま」

現道交通量

ﾊﾞｲﾊﾟｽ交通量

（百台/日）

▲デーリー東北H24.2.3 ▲豪雪による国道の渋滞

▲むつ市街地の混雑状況


